
計画策定時
令和６年度

現　状
令和７年度
現　状

令和８年度
現　状

令和９年度
現　状

令和１０年度
現　状

計画策定時
令和６年度

現　状
令和７年度

現　状
令和８年度

現　状
令和９年度
現　状

令和１０年度
現　状

目標

①特定健康診査の実施率
54.1％

（令和3年度）
54.0％

（令和4年度）
70％

（令和9年度）

②特定保健指導の実施率
38.3％

（令和3年度）
40.7％

（令和4年度）
45％

（令和9年度）

③メタボリックシンドローム
　該当者及び予備群の減少率
（対平成20年度比）

14.4％
（令和3年度）

15.5％
（令和4年度）

25％
（令和9年度）

計画策定時
令和６年度

現　状
令和７年度
現　状

令和８年度
現　状

令和９年度
現　状

令和１０年度
現　状

計画策定時
令和６年度

現　状
令和７年度

現　状
令和８年度

現　状
令和９年度
現　状

令和１０年度
現　状

目標

・特に設けず ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

計画策定時
令和６年度

現　状
令和７年度
現　状

令和８年度
現　状

令和９年度
現　状

令和１０年度
現　状

計画策定時
令和６年度

現　状
令和７年度

現　状
令和８年度

現　状
令和９年度
現　状

令和１０年度
現　状

目標

①外来機能報告の報告率 ― ―
98.8％

（令和5年度）
100％

(令和11年度)

②医療機器共同利用を行った
　二次保健医療圏数

―
県計画と一体的
に取り組む

県計画と一体的
に取り組む

県計画と一体的
に取り組む

県計画と一体的
に取り組む

県計画と一体的
に取り組む

―
全二次

保健医療圏
（令和5年度）

全二次
保健医療圏

(令和11年度)

③地域で不足する医療機能を
　担う意向を示した新規開者
　の割合

― ―
95.0％

（令和5年度）
100％

(令和11年度)

計画策定時
令和６年度

現　状
令和７年度
現　状

令和８年度
現　状

令和９年度
現　状

令和１０年度
現　状

計画策定時
令和６年度

現　状
令和７年度

現　状
令和８年度

現　状
令和９年度
現　状

令和１０年度
現　状

目標

①特定健康診査受診者のうち、
　空腹時血糖100mg/dL以上の
　割合

37.6％
（全国平均33.8％ ）

（令和2年度）

37.9％
（全国平均33.8％ ）

（令和3年度）

全国平均以下
（令和8年度）

②特定健康診査受診者のうち、
　HbA1c 5.6％以上の割合

県計画と一体的
に取り組む

県計画と一体的
に取り組む

県計画と一体的
に取り組む

県計画と一体的
に取り組む

県計画と一体的
に取り組む

61.9％
（全国平均47.2%）

（令和2年度）

62.2％
（全国平均47.8%）

（令和3年度）

全国平均以下
（令和8年度）

宇城圏域編 県計画（第２編第３章第２節第４項）

８次県計画
評価指標名

糖尿病

生活習慣病の早期発見・対策

宇城圏域編

医療機能の適切な分化と連携

第８次熊本県保健医療計画（宇城保健医療圏域編）進捗状況 ≪イメージ図≫

外来医療に係る医療提供体制の確保

宇城圏域編

８次県計画
評価指標名

８次県計画
評価指標名

８次県計画
評価指標名

県計画（第２編第３章第１節第２項）

県計画（第２編第３章第１節第１項）

県計画（第２編第２章第１節第２項）

宇城圏域編

【資料７】

・宇城圏域の状況を記載 ・県計画の状況を記載

・宇城圏域独自の取組が

難しい項目は、県計画

と一体的に取り組んで

いく



③特定健康診査受診者のうち、
　HbA1c 6.5％以上の割合

県計画と一体的
に取り組む

県計画と一体的
に取り組む

県計画と一体的
に取り組む

県計画と一体的
に取り組む

県計画と一体的
に取り組む

8.9％
（全国平均7.3%）
（令和2年度）

9.0％
（全国平均7.2%）

（令和3年度）

全国平均以下
（令和8年度）


